
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

香芝市立三和小学校 学校通信９号 

令和７年１２月２３日 発行 

校長 高井 海彦 

１２月１０日に持久走大会を行いました。全学年の児童が自分の目標に

向かって、最後まであきらめず、一歩一歩、ゴールに向かう姿は大変すば

らしいものがありました。そして、何よりすばらしかったのは、どの学年

も最後の人がゴールするまでみんなで見守り、惜しみない拍手と声援が途

切れなかったことです。「がんばれ！」という声援が走る人の背中を押

し、会場全体が温かい一体感に包まれました。皆さんの一生懸命取り組む

姿と仲間を思いやる心が輝いた行事にすることができました。 

 

 

 

 

 

 

それぞれ自分のことを振り返ると、目標に届いた人もいれば、届かず悔しい

思いをした人もいることと思います。大切なことは、その気持ちを次の行動に

生かすことです。そして、行動に起こすことです。今回の持久走大会を終え、

皆さんは次に何を目標に頑張りますか。さらに成長する自分に向かって、これ

からできることを見付けて、さらに一歩前に進んでくださいね。 

先日、１年生が、地域の老人会の方や祖父母の方をお招きし、「むかしあ
そびの会」を開催しました。１年生の児童のあいさつが終わるとさっそく
会場には、あちこちで子どもたちと地域の方の輪ができました。 
コマ回しやべったん、あやとり、竹馬、羽根つきなどなど、現代の子ど

もにとってはあまりなじみのないあそびがたくさんありましたが、おじい
さん・おばあさんに教わり、少しずつコツをつかんでいるようでした。何
より、交流する中で、１年生の子どもたちも地域の皆様も笑顔がはじけ、
温かい交流の輪が広がりました。伝統に触れるだけでなく、地域の方々の
温かさにも触れることができたすてきな１日になりました。ご参加くださ
った皆様、ありがとうございました。 

 


